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ヨ
ハ
ネ
ス
・
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
詩
集

『
サ
ル
マ
チ
ア
の
時
代
』
に
つ
い
て

船

越

克

己

（繍

j

　
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
第
一
詩
集
『
サ
ル
マ
チ
ア
の
時
代
」
は
一
九
六
一
年
に
、

第
二
詩
集
「
影
の
国
川
の
流
れ
」
は
六
二
年
に
世
に
出
た
。
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー

は
こ
の
二
冊
を
互
い
に
切
り
離
せ
な
い
一
体
と
見
な
し
て
い
た
。
し
か
し
「
戦
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
リ

と
罪
の
テ
ー
マ
は
第
二
巻
で
は
じ
め
て
、
へ
層
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
る
。
」

例
え
ば
、
そ
の
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
『
ニ
ワ
ト
コ
の
花
」
や
「
報
告
」
は
フ
ァ

シ
ズ
ム
・
ド
イ
ツ
の
蛮
行
を
直
接
暴
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
詩
集
を
も
っ
て
、

か
れ
の
「
東
方
の
過
去
」
の
「
棚
卸
し
」
が
完
了
し
た
、
と
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
こ

友
人
ヘ
ル
ツ
ァ
ー
に
書
い
た
。
『
サ
ル
マ
チ
ア
の
時
代
』
は
こ
の
詩
人
に
お
け
る

「
東
方
の
過
去
」
の
原
風
景
の
形
象
化
を
試
み
た
作
品
で
あ
る
。

　
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
と
東
方
と
の
係
わ
り
の
背
景
に
は
、
か
れ
の
育
っ
た
土
地
と

時
代
、
か
れ
の
戦
争
体
験
が
あ
る
。
よ
っ
て
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
略
伝
を
記
し
て

　
　
ユ

お
く
。
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
一
九
噌
七
年
四
月
九
日
に
旧
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
、

メ
ー
メ
ル
川
左
岸
の
町
テ
ィ
ル
ジ
ッ
ト
に
生
ま
れ
た
。
父
は
ド
イ
ツ
帝
国
鉄
道
従

業
員
で
あ
っ
た
。
父
の
両
親
は
ラ
ス
テ
ン
ブ
ル
ク
（
東
プ
ロ
イ
セ
ン
）
近
辺
の
農

民
で
あ
っ
た
。
父
の
母
が
ユ
グ
ノ
ー
の
移
民
の
子
孫
で
あ
り
、
母
の
母
も
バ
プ
テ
ィ

ス
ト
で
あ
っ
た
事
情
が
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
雪
叩
の
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
に
影
響
を
及

ぼ
す
。
母
方
の
祖
父
母
や
親
戚
が
メ
ー
メ
ル
川
の
支
流
、
ユ
ー
ラ
川
流
域
で
農
業

を
営
ん
で
い
た
。
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
し
ば
し
ば
こ
こ
で
幼
年
、
少
年
時
代
の
楽

し
い
日
々
を
過
し
た
。
一
九
二
八
年
、
一
家
は
父
の
転
勤
に
伴
っ
て
、
ケ
ー
ニ
ヒ

ス
ベ
ル
ク
へ
移
っ
た
。
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
ア
ル
ト
シ
ュ
タ
ッ
ト
・
ク
ナ
イ
プ
ホ
ー

プ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
学
ん
だ
。
そ
れ
は
人
文
主
義
と
古
典
語
学
の
教
養
理
念
を

掲
げ
る
学
校
で
あ
っ
た
。
一
九
三
七
年
に
卒
業
試
験
を
済
ま
せ
た
後
、
か
れ
は
半

年
間
「
帝
国
労
働
奉
仕
」
に
従
事
し
、
つ
い
で
志
願
し
て
二
年
の
予
定
で
ド
イ
ツ

国
防
軍
（
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
の
情
報
部
の
通
信
兵
）
に
勤
務
し
た
。
そ
れ
は
早

く
兵
役
を
済
ま
せ
て
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
芸
術
史
を
勉
強
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
一

九
三
七
年
に
父
が
、
三
八
年
に
母
と
妹
が
ベ
ル
リ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
ハ
ー
ゲ

ン
に
移
住
し
た
の
も
、
そ
れ
に
備
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
九
年
に
東
部
戦
線
、

四
〇
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
、
四
一
年
に
は
東
プ
ロ
イ
セ
ン
へ
と
兵
士
ボ
ブ
ロ
フ
ス

キ
ー
は
移
動
す
る
。
同
年
七
－
八
月
、
通
信
部
隊
と
と
も
に
か
れ
は
北
西
ロ
シ
ア

の
イ
ル
メ
ン
湖
畔
に
滞
在
し
た
。
四
一
一
四
二
年
の
冬
学
期
に
ベ
ル
リ
ン
で
芸
術

史
を
学
ぶ
が
、
再
び
イ
ル
メ
ン
ゼ
ー
へ
向
か
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
四
三

年
四
月
、
「
祖
父
母
の
村
の
農
家
の
娘
」
、
ヨ
ハ
ナ
と
結
婚
す
る
。
四
四
年
夏
に
ソ

連
軍
の
攻
撃
が
開
始
さ
れ
、
翌
四
五
年
ド
イ
ツ
降
伏
の
日
に
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は

ク
ー
ル
ラ
ン
ト
で
ソ
連
の
捕
虜
と
な
り
、
収
容
所
の
労
働
、
ロ
ス
ト
フ
と
タ
リ
ツ
ァ

で
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
学
校
を
体
験
し
、
四
九
年
一
二
月
二
四
日
に
ベ
ル
リ
ン
の
自
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宅
に
戻
っ
た
。

　
以
後
、
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
で
文
学
活
動
に
専
心
す
る
こ

と
に
な
る
。
一
九
五
九
年
に
か
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
と
係
わ
り
の
あ
る
ウ

ニ
オ
ン
出
版
社
の
文
芸
編
集
者
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
後
に
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
作

品
を
刊
行
し
た
出
版
社
で
あ
る
。
六
〇
年
に
か
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
に
入

党
す
る
。
西
側
の
作
家
た
ち
と
の
係
わ
り
で
は
「
四
十
七
年
グ
ル
ー
プ
」
と
の
関

係
を
挙
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
六
〇
年
一
一
月
、
「
四
十
七

年
グ
ル
ー
プ
」
の
総
会
で
自
分
の
詩
を
朗
読
し
た
。
以
来
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
作

家
た
ち
、
例
え
ば
バ
ッ
ハ
マ
ン
、
グ
ラ
ス
、
エ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
な
ど
と
親

交
を
結
ぶ
。
六
一
年
夏
に
築
か
れ
た
ベ
ル
リ
ン
の
壁
は
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
詩
作

活
動
と
東
独
の
文
化
政
策
の
間
の
過
酷
を
増
幅
し
た
よ
う
だ
。
六
二
年
に
は
「
ふ

ざ
け
」
（
旨
ω
b
凶
ゆ
、
、
）
の
精
神
か
ら
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
織
目
ゲ
ン
の
詩
人
サ
ー
ク
ル
」

が
作
ら
れ
、
多
数
の
作
家
が
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
巨
樹
を
訪
れ
旭
。
六
五
年
九
月
二
日
、

求
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
ベ
ル
リ
ン
・
ケ
ー
ペ
ニ
ッ
ク
の
病
院
で
四
十
八
才
の
生
涯
を

閉
じ
た
。
詩
集
に
は
先
に
挙
げ
た
も
の
の
他
に
、
「
嵐
の
前
ぶ
れ
」
（
一
九
六
六
）
、

「
風
の
茂
み
で
」
（
七
〇
）
が
あ
る
。
小
説
「
レ
ー
ヴ
ィ
ン
の
水
車
小
屋
」
（
六
四
）
、

「
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ピ
ア
ノ
」
（
六
六
）
、
そ
の
他
の
短
編
集
、
す
べ
て
ユ
ニ
オ
ン
出

版
社
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）

　
　
「
青
い
カ
モ
よ
、
何
度
も
お
ま
え
は
／
喀
を
水
に
浸
す
、
／
何
度
も
お
ま
え
は

流
れ
に
身
を
冷
す
。
／
澄
み
切
っ
た
流
れ
の
水
底
か
ら
／
わ
た
し
の
涙
の
雫
を

、
掬
っ
て
き
て
お
く
れ
。
」
こ
れ
は
詩
集
『
サ
ル
マ
チ
ア
の
時
代
一
の
冒
頭
に
掲
げ
ら

れ
た
モ
ッ
ト
ー
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
民
族
叙
事
詩
「
カ
レ
ワ
ラ
』
の
一
節
で
あ

る
。
こ
の
詩
句
は
水
に
浮
か
ぶ
カ
モ
の
、
一
見
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿
を
と
ら
え
な
が

ら
、
空
間
と
時
間
を
遠
く
隔
て
た
事
物
へ
の
か
な
わ
ぬ
憧
憬
を
歌
う
。
か
つ
て
悲

し
み
に
く
れ
て
流
し
た
涙
、
忘
れ
た
は
ず
の
涙
を
今
求
め
る
。
そ
の
涙
を
運
ぶ
取

持
ち
は
「
青
い
カ
モ
」
で
あ
る
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
荒
蓼
た
る
自
然
の
風
景
を
連
想

さ
せ
る
鳥
で
あ
る
。

　
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
に
と
っ
て
「
サ
ル
マ
チ
ア
の
時
代
」
は
遙
か
か
な
た
の
、
空

間
と
時
間
を
越
え
た
地
点
に
あ
る
。
か
れ
は
詩
作
に
よ
っ
て
「
サ
ル
マ
チ
ア
の
時

代
」
を
今
の
時
代
に
蘇
ら
す
使
命
を
自
ら
に
課
し
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
サ
ル

マ
チ
ア
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
二
世
紀
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
世
界
地
図
で
は
、
「
サ

ル
マ
チ
ア
」
と
は
ヴ
ァ
イ
ク
セ
ル
川
か
ら
ド
ン
川
と
カ
ス
ピ
海
に
到
る
陸
地
全
体

を
指
し
て
い
る
。
そ
の
名
前
は
古
代
の
騎
馬
遊
牧
民
サ
ル
マ
タ
イ
人
に
由
来
す
る
。

古
代
後
期
に
な
る
と
「
サ
ル
マ
チ
ア
」
と
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
指
す
名
称
と
な
つ

　
　
　
ハ
　
　

た
と
い
う
。
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
自
身
、
サ
ル
マ
チ
ア
を
歌
う
意
味
を
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

（一

j
も
ろ
も
ろ
の
民
族
へ
の
愛
情
（
ユ
ー
ラ
シ
ア
ー
ー
サ
ル
マ
チ
ア
）

　
　
幼
年
時
代
の
思
い
出
に
依
拠
し
つ
つ
、
そ
の
後
の
経
験
↓
さ
ら
に

（
二
）
ド
イ
ツ
人
と
東
方
諸
民
族
の
関
係

　
　
不
幸
か
つ
罪
に
値
す
る
も
の
と
知
る
、
そ
れ
ゆ
え
理
解
↓
誤
謬
、

　
嫌
悪
の
除
去

（
三
）
も
っ
と
広
く
言
え
ば
、

　
　
新
石
器
時
代
に
始
ま
っ
た
狩
人
、
漁
夫
、
採
集
者
の
定
住
化
、
土
地

　
の
占
有
、
土
地
と
の
結
合
は
今
日
ま
で
基
本
的
に
持
続
し
て
き
た
。
こ

　
う
し
た
時
代
は
終
り
に
近
づ
く
、
そ
れ
と
と
も
に
故
郷
、
郷
愁
の
よ
う

　
な
観
念
も
。
政
治
的
に
み
れ
ば
、
地
方
的
産
物
に
な
り
つ
つ
あ
る
民
族
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国
家
、
国
民
意
識
も
終
り
に
近
づ
く
。

　
諸
大
陸
は
緊
密
の
度
を
増
し
、
技
術
は
広
範
囲
の
思
考
を
可
能
に
す

る
。　

こ
の
よ
う
な
意
識
か
ら
わ
た
し
は
、
生
活
圏
と
の
そ
う
し
た
結
合
が

特
に
深
く
理
解
さ
れ
て
き
た
空
間
に
と
っ
て
、
最
終
的
に
消
滅
す
る
も

の
の
概
要
を
構
想
す
る
。
た
だ
し
、
旅
行
者
と
し
て
、
よ
け
れ
ば
漂
泊

者
と
し
て
、
も
は
や
他
国
人
と
し
て
、
来
て
は
去
る
人
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

　
そ
れ
が
消
滅
し
き
ら
ぬ
う
ち
に
も
う
一
度
有
効
に
描
写
す
る
こ
と
。

　
こ
の
覚
書
か
ら
「
サ
ル
マ
チ
ア
の
時
代
』
の
詩
は
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
幼
い
日
々

の
思
い
出
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
ド
イ
ツ
の
東
方
侵
略
戦
争
の
経
験
、
さ
ら
に
ソ
連
の

捕
虜
収
容
所
で
接
し
た
ロ
シ
ア
の
風
土
を
原
風
景
と
し
て
も
っ
こ
と
が
分
か
る
。

ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
か
れ
が
育
っ
た
メ
ー
メ
ル
川
流
域
に
つ
い
て
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
、
リ
ト
ア
ニ
ア
人
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
人
、
滅
亡
し
た
プ
ル
ー
セ
ン
人
の
後
景
、
ロ

シ
ア
人
、
ド
イ
ツ
人
が
混
在
し
て
生
活
し
て
い
た
一
そ
れ
に
加
え
て
ジ
プ
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ァ
　

が
い
た
し
、
あ
ら
ゆ
る
所
に
ユ
ダ
ヤ
人
も
住
ん
で
い
た
」
、
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の

地
域
は
中
世
に
ド
イ
ツ
騎
士
団
の
侵
略
に
遭
い
、
　
原
住
民
の
プ
ル
ー
セ
ン
人
（
古

プ
ロ
イ
セ
ン
人
）
の
激
し
い
抵
抗
も
空
し
く
、
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
た
。
こ
の
古

プ
ロ
イ
セ
ン
人
の
生
活
と
信
仰
、
ド
イ
ツ
騎
士
団
に
よ
る
殺
鐵
の
歴
史
を
叙
述
す

る
の
が
、
詩
集
『
サ
ル
マ
チ
ア
の
時
代
』
の
う
ち
で
最
初
に
書
か
れ
た
『
プ
ル
ー

セ
ン
人
の
悲
歌
』
（
一
九
五
二
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
四
章
に
分
け
ら
れ
た
こ
の
詩
集

の
第
二
章
全
体
を
成
し
、
前
章
の
牧
歌
的
、
神
話
的
風
景
を
揺
が
す
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
描
写
を
展
開
す
る
。

プ
ル
ー
セ
ン
人
の
悲
歌

お
ま
え
に

と
あ
る
歌
を
歌
っ
て
聞
か
せ
る
、

怒
り
に
高
ぶ
る
愛
情
か
ら
声
高
く
一

し
か
し
低
く
、
愁
傷
に

う
ず
き
、
野
草
の
よ
う
に

水
々
し
く
、
海
辺
の
斜
面
に
生
え
た

赤
茶
け
た
松
林
の
よ
う
に
、
ほ
ん
の
り
と
、

黄
味
が
か
っ
た
朝
風
に
う
め
き
、

日
暮
に
燃
え
る
一

歌
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
お
ま
え
の

没
落
の
歌
を
、
没
落
の
血
を
わ
た
し
た
ち
は
継
い
だ
の
だ

そ
の
昔
、
日
々
す
べ
て

ま
だ
晴
れ
や
か
な
児
戯
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
が
、
は
る
か
夢
の
よ
う
に
遠
く
i

あ
の
頃
、
打
ち
寄
せ
て
は
泡
立
つ

緑
の
海
の
上
に
広
が
る

故
郷
の
森
林
の
中
に
、
そ
こ
に

く
す
ぶ
る
生
賛
の
社
の

お
の
の
き
に
わ
た
し
た
ち
も
震
え
て
い
た
、
石
碑
の
前
に
、

久
し
く
陥
没
し
た
ま
ま
の

墓
丘
の
そ
ば
に
、
草
木
の
茂
っ
た

城
の
塁
壁
の
そ
ば
に
、
老
い
て
地
に
か
ぶ
さ
る
、

シ
ナ
の
木
の
下
に
、
か
す
か
に
一
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そ
の
枝
に
叫
び
は
掛
か
っ
て
い
た
の
だ
。

老
婆
た
ち
の
歌
の
中
に
も

今
な
お

意
味
は
判
じ
難
い
が
、

太
古
の
呼
び
か
け
が
響
く
一

わ
た
し
た
ち
は
朽
ち
た
、

暗
く
変
色
し
た
残
響
の

切
れ
切
れ
を

ど
ん
な
に
し
て
聞
き
分
け
た
こ
と
か
。

砕
け
散
っ
た
奥
深
い
鐘
か
ら

生
き
残
っ
た
鈴
の
音
l
I

黒
い
森
の
、

激
し
く
押
し
寄
せ
る
川
の
、

荒
蓼
た
る
潟
の
、
海
の

民
よ
。

夜
の
狩
猟
の
、

畜
群
と
夏
の
草
原
の

民
よ
。

ペ
ル
タ
ー
ン
神
と
ピ
コ
ル
神
の
、

穂
の
花
輪
を
戴
く
バ
ト
リ
ン
ペ
神
の

民
よ
。

喜
び
の
、
稀
な
る
、

死
の
、
唯
一
の
、

民
よ
一

く
す
ぶ
る
社
の
森
の
、

燃
え
さ
か
る
小
屋
の
、
踏
み
に
じ
ら
れ
た

苗
の
、
赤
々
と
染
ま
っ
た
川
の

民
よ
1

焼
き
焦
が
す
落
雷
に
捧
げ
ら
れ
た
、

民
よ
。

お
ま
え
の
叫
び
は
立
ち
込
め
る
炎
に
よ
っ
て

覆
わ
れ
る
1

異
教
の
神
の
母
の

前
で
あ
え
ぎ
な
が
ら
跳
躍
の
舞
踏
を
舞
い

転
倒
し
て
い
ぐ
、

民
よ
1

青
銅
の
軍
勢
の

前
で
そ
の
女
は
叫
ぶ
、

森
に
か
ぶ
さ
る
か
ん
高
い
声
。
そ
の
女
の
息
子
の

処
刑
架
が
そ
の
後
を
追
う
。
l
l

踏
み
つ
ぶ
さ
れ
た
民
よ
、
お
ま
え
の

名
を
口
に
す
る
も
の
は
、
山
の
斜
面
、

幾
多
の
川
、
今
な
お
し
ば
し
ば
そ
の
面
は
曇
る
、

石
碑
と
道
－

夕
暮
の
歌
と
伝
説
、

ト
カ
ゲ
の
か
さ
か
さ
と
這
う
音
が
お
ま
え
の
名
を
教
え
る
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そ
し
て
、
湿
原
の
水
の
よ
う
に
、

今
日
も
一
つ
の
歌
、
愁
傷
の
あ
ま
り

み
じ
め
に
一

太
陽
が
沈
む
頃
、

潟
に
立
つ

あ
の
白
髪
の
、
永
遠
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヨ
リ

漁
師
の
漁
獲
の
よ
う
に
み
じ
め
に
。

　
こ
の
詩
の
中
で
は
滅
亡
し
た
民
族
プ
ル
ー
セ
ン
に
向
か
っ
て
、
幾
度
と
な
く
呼

び
か
け
の
言
葉
（
「
お
ま
え
」
、
「
民
よ
」
）
が
発
せ
ら
れ
る
。
レ
キ
シ
コ
ン
に
よ
る

と
、
こ
の
古
プ
ロ
イ
セ
ン
人
は
ド
イ
ツ
騎
士
団
と
の
戦
さ
に
破
れ
、
キ
リ
ス
ト
教

に
改
宗
さ
せ
ら
れ
た
（
一
二
三
一
一
八
三
）
。
か
れ
ら
は
十
六
世
紀
に
な
っ
て
も
祖

先
の
自
然
宗
教
の
礼
拝
を
守
り
、
そ
の
た
め
に
か
れ
ら
の
言
語
で
書
か
れ
た
祈
薦

書
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
何
世
紀
か
経
る
う
ち
に
、
そ
の
ま
ま
入
植
者
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
す
　

と
融
合
し
て
い
っ
た
。

　
詩
人
は
「
歌
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
」
滅
び
の
歌
を
歌
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

抑
制
の
利
い
た
書
出
し
の
二
行
（
「
お
ま
え
に
／
と
あ
る
歌
を
歌
っ
て
聞
か
せ
る
」

噂
”
U
マ
＼
①
貯
ご
Φ
畠
N
¢
ω
冒
ぴ
q
①
昌
、
、
）
が
歌
う
者
の
怒
り
と
陰
欝
の
心
情
の
動
き
を
監

視
す
る
。
何
を
歌
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
プ
ル
ー
セ
ン
人
の
世
界
で
は
日
々
「
晴

れ
や
か
な
児
戯
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
光
景
は
も
は

や
「
夢
の
よ
う
に
遠
」
い
幻
に
等
し
い
。
し
き
り
に
こ
ち
ら
へ
呼
び
か
け
て
来
る

か
れ
ら
の
声
は
、
地
に
垂
下
が
る
シ
ナ
の
老
木
の
枝
に
か
ろ
う
じ
て
掛
か
っ
て
残

る
。
老
媚
の
歌
う
節
の
中
に
意
味
不
明
の
、
は
る
か
太
古
の
哀
願
の
音
が
響
く
。

滅
び
た
民
に
代
わ
っ
て
、
詩
人
が
声
高
ら
か
に
歌
う
。
「
民
よ
」
と
呼
び
か
け
て
歌

う
。
ド
イ
ツ
騎
士
団
に
よ
る
プ
ル
ー
セ
ン
族
の
殺
我
の
詩
句
は
「
悲
歌
一
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
を
成
す
。
深
い
森
、
酒
々
と
流
れ
る
川
、
広
い
砂
の
潟
、
そ
の
地
で

自
ら
が
生
ん
だ
神
話
の
神
々
と
暮
す
民
を
襲
撃
し
た
の
は
、
か
れ
ら
に
は
な
じ
み

の
な
い
神
の
奉
仕
者
の
軍
団
で
あ
る
。
狩
猟
、
牧
畜
、
農
耕
を
営
む
こ
の
小
世
界

で
は
い
ず
こ
に
も
な
い
歓
喜
と
死
が
連
綿
と
生
起
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
な
の

に
か
れ
ら
の
社
を
祭
る
森
は
く
す
ぶ
り
、
家
屋
は
焼
か
れ
、
田
畑
は
踏
み
荒
さ
れ
、

川
は
血
に
赤
く
染
ま
る
。
こ
れ
は
妄
想
の
介
入
を
許
さ
ぬ
赤
裸
々
な
歴
史
の
事
実

で
あ
る
。
当
時
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
人
の
東
方
侵
略
に
対
し
、
ボ
ブ
ロ

フ
ス
キ
ー
は
激
し
い
弾
劾
と
悲
し
み
の
詩
句
を
綴
る
。
「
民
よ
」
「
民
よ
」
と
繰
り

返
さ
れ
る
呼
び
か
け
が
過
去
の
悲
劇
の
光
景
を
現
在
へ
呼
戻
そ
う
と
す
る
。
「
ド
イ

ツ
騎
士
団
以
来
、
わ
が
民
族
の
債
務
と
し
て
記
帳
さ
れ
て
い
る
不
幸
と
罪
過
の
長

　
　
ハ
　
　

い
歴
史
」
を
詩
に
書
く
こ
と
、
そ
れ
を
か
れ
は
自
分
の
使
命
と
し
た
。

（
三
）

　
し
か
し
、
踏
み
つ
け
ら
れ
て
滅
び
た
民
の
存
在
を
語
る
事
物
は
ひ
っ
そ
り
と
目

立
た
ぬ
。
石
碑
や
道
、
夕
べ
の
歌
や
伝
説
、
か
さ
か
さ
と
音
を
立
て
る
ト
カ
ゲ
の

類
で
あ
る
。
プ
ル
ー
セ
ン
人
の
存
在
を
証
す
事
象
は
白
髪
の
老
漁
夫
の
網
に
か

か
っ
た
魚
の
量
の
よ
う
に
わ
ず
か
し
か
見
つ
か
ら
な
い
。
『
悲
歌
』
の
最
後
の
二
連

は
過
去
を
事
象
的
に
現
在
に
蘇
ら
せ
る
業
の
困
難
を
訴
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
詩
人
は
は
る
か
昔
の
世
界
、
は
る
か
遠
方
の
世
界
に
呼
び
か
け
る
こ
と
を
や

め
な
い
。
か
れ
は
言
う
。
「
通
例
、
『
未
解
決
』
（
＾
§
げ
Φ
≦
似
三
ぴ
q
け
》
）
と
さ
れ
る
物
に

つ
い
て
は
す
べ
て
、
常
に
新
た
に
そ
の
名
を
挙
げ
る
の
が
よ
い
。
し
か
し
、
わ
た

し
は
そ
れ
で
事
が
『
解
決
』
し
た
と
は
思
わ
な
い
。
だ
が
一
縷
の
望
み
を
か
け
る
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に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ

そ
う
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
の
だ
。
」

　
　
呼
び
か
け

ヴ
ィ
ル
ナ
よ
、
棚
よ

お
ま
え
一

わ
た
し
の
白
樺
よ
、

ノ
ブ
ゴ
ロ
ド
ー

そ
の
昔
わ
た
し
の
春
の
叫
び
は

森
の
中
を
飛
び
交
う
た
、
わ
た
し
の
日
々
の

歩
み
は
川
面
に
響
い
た
。

あ
あ
、
明
る
い

輝
き
は
、
夏
の
星
座
は

太
古
の
ま
ま
変
わ
ら
ぬ
。
焚
火
の
そ
ば
に

民
話
の
語
り
手
が
し
ゃ
が
ん
で
い
る
、

夜
中
じ
っ
と
か
れ
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
た
者
ら
、
若
者
た
ち
は

引
き
揚
げ
た
。

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
か
れ
は
歌
う
だ
ろ
う
。

ス
テ
ッ
プ
を

狼
ど
も
が
疾
走
し
て
い
る
、
そ
の
狩
人
は

黄
色
い
岩
を
見
つ
け
た
、

月
光
を
浴
び
て
燃
え
上
が
っ
て
い
た
。
！

神
聖
な
も
の
が
泳
い
で
い
る
、

一
匹
の
魚
、

い
に
し
え
の
渓
谷
を
、
森
に
覆
わ
れ
た

渓
谷
を
今
も
な
お
、
先
祖
の

言
葉
が
今
も
な
お
こ
こ
ま
で
聞
こ
え
て
く
る
。

異
郷
の
人
を
心
よ
く
迎
え
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ね
り

お
ま
え
も
異
郷
の
人
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
も
な
く
。

　
ヴ
ィ
ル
ナ
は
現
在
、
ソ
連
邦
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の
首
都
で
あ
る
が
、
両
世
界

大
戦
中
（
一
九
一
五
一
一
八
、
一
九
四
一
一
四
四
）
ド
イ
ツ
軍
に
占
領
さ
れ
て
い

た
。
ノ
ブ
ゴ
ロ
ド
は
イ
ル
メ
ン
ゼ
ー
の
湖
北
に
あ
る
古
都
で
、
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー

は
一
九
四
一
年
八
月
末
の
臨
時
出
撃
の
際
に
、
焼
け
落
ち
た
こ
の
町
を
見
た
。
同

時
に
か
れ
は
こ
の
地
で
、
川
も
森
林
も
そ
れ
を
遮
断
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
広
大

無
辺
の
平
原
に
驚
嘆
し
た
と
い
う
。
「
わ
た
し
は
一
九
四
一
年
置
ル
メ
ン
湖
畔
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゆ
　

ロ
シ
ア
の
風
景
を
、
異
郷
人
と
し
て
、
ド
イ
ツ
人
と
し
て
書
き
始
め
ま
し
た
」
、
と

ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
詩
の
冒
頭
で
は
ド
イ
ツ
軍
が
破
壊
し
た
町
と
メ
ー
メ
ル
川
流
域
で
遊
ん
だ

少
年
時
代
の
思
い
出
が
歌
わ
れ
る
。
傷
つ
い
た
ヴ
ィ
ル
ナ
に
緑
の
棚
を
、
ノ
ブ
ゴ

ロ
ド
に
白
樺
を
詩
人
は
差
し
出
す
。
あ
る
い
は
異
郷
の
町
を
親
し
み
を
込
め
て
木

の
名
で
呼
ん
だ
。
本
詩
集
に
収
め
ら
れ
た
詩
『
ヴ
ィ
ル
ナ
』
の
中
で
、
「
ヴ
ィ
ル
ナ

よ
〔
…
〕
緑
の
目
と
と
も
に
／
お
前
の
狼
の
時
代
は
沈
ん
で
し
ま
っ
た
」
と
歌
わ

れ
る
。
野
獣
た
ち
は
追
わ
れ
、
メ
ー
メ
ル
の
岸
辺
の
「
楓
の
森
」
に
逃
げ
込
む
。

ま
た
「
楓
の
森
」
に
は
ジ
プ
シ
ー
の
村
が
点
在
す
る
。
（
『
カ
ウ
ナ
ス
　
一
九
四
＝
）

宗
教
上
、
神
聖
視
さ
れ
る
棚
は
近
代
以
前
の
人
と
自
然
の
絆
を
象
徴
す
る
。
白
樺

は
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
が
育
っ
た
土
地
の
木
と
し
て
し
ば
し
ば
歌
わ
れ
る
。
（
『
ヴ
ィ
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リ
ア
川
の
上
の
木
造
家
屋
」
、
「
霊
芝
メ
ル
驚
動
）
白
樺
の
林
は
昼
間
は
住
民
を
森

の
香
で
包
み
、
憩
い
の
場
を
与
え
、
夜
に
は
そ
こ
を
密
輸
人
が
足
音
を
忍
ば
せ
な

が
ら
横
行
す
る
。
桝
も
白
樺
も
破
壊
と
は
縁
遠
く
、
太
古
か
ら
続
く
人
と
土
地
の

生
命
力
を
具
現
す
る
。
呼
び
か
け
た
詩
人
の
声
は
つ
ま
る
。
か
ろ
う
じ
て
生
ま
れ

故
郷
の
追
憶
を
語
り
、
鎮
魂
歌
と
す
る
。
二
連
以
下
は
思
い
出
の
中
の
光
景
で
あ

ろ
う
。

　
「
ヴ
ィ
ル
ナ
よ
、
棚
よ
／
お
ま
え
一
／
わ
た
し
の
白
樺
よ
、
／
ノ
ブ
ゴ
ロ
ド

ー
ー
」
こ
の
四
行
の
詩
句
の
意
味
に
つ
い
て
は
一
応
、
先
に
言
及
し
た
。
し
か
し
、

詩
人
が
侵
略
側
の
兵
士
と
し
て
、
破
壊
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
町
の
前
に
立
っ
て
い
る
、

と
は
ど
こ
に
も
語
ら
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
「
イ
ル
メ
ン
湖
　
一
九
四
＝
や
「
カ

ウ
ナ
ス
　
一
九
四
一
」
の
よ
う
に
、
数
字
が
年
号
を
示
し
、
そ
れ
が
ド
イ
ツ
兵
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
を
暗
示
す
る
な
ら
、
多
少
連
想
の
喚
起
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
に
は
六
つ
の
単
語
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
眼
前
の
ヴ
ィ
ル
ナ
の
町

で
は
棚
の
木
が
、
ノ
ブ
ゴ
ロ
ド
の
町
で
は
白
樺
の
木
が
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
を
迎
え

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
な
こ
と
は
、
ヴ
ィ
ル
ナ
は
棚
の
、
ノ
ブ
ゴ
ロ
ド
は
白
樺

の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
こ
と
で
あ
り
、
詩
人
は
「
異
郷
の
人
」
と
し
て
こ
れ
ら
の

町
に
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
「
そ
の
昔
」
（
も
貯
曾
、
．
）
と
い
う
言
葉
は
故
郷
を

去
り
、
異
郷
を
さ
ま
よ
う
者
の
回
顧
を
導
く
口
火
で
あ
る
。
こ
こ
の
文
脈
で
見
れ

ば
、
ヴ
ィ
ル
ナ
と
ノ
ブ
ゴ
ロ
ド
は
再
び
帰
る
こ
と
の
な
い
メ
ー
メ
ル
流
域
の
故
郷

の
代
償
な
の
で
あ
る
。
　
「
ヴ
ィ
ル
ナ
よ
、
棚
よ
」
と
詩
人
は
呼
び
か
け
る
が
、
詩

『
ヴ
ィ
ル
ナ
」
で
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ル
ナ
の
「
狼
の
時
代
」
は
も
は
や
遠

い
過
去
の
存
在
で
あ
り
、
現
実
の
ヴ
ィ
ル
ナ
は
伝
説
上
の
歌
人
の
舞
台
と
は
程
遠

く
、
廃
塊
が
「
太
古
の
世
界
の
微
光
」
の
申
に
浮
か
ぶ
の
み
で
あ
る
。
「
あ
ま
た
の

王
の
町
よ
、
た
え
ず
／
す
べ
て
の
平
原
は
、
／
白
い
す
べ
て
の
平
原
は
、
そ
の
息

子
た
ち
の
／
血
に
働
請
し
、
／
白
髪
の
鳴
り
響
く
声
で
、
／
氷
流
の
よ
う
に
、
お

ま
え
の
ユ
ダ
ヤ
の
民
の
／
悲
痛
な
祝
祭
の
ひ
た
む
き
な
祈
り
声
で
、
／
松
林
の
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

い
ざ
わ
め
き
と
と
も
に
、
お
ま
え
に
歌
い
か
け
る
。
」
　
一
九
四
三
年
に
ボ
ブ
ロ
フ

ス
キ
ー
は
「
ノ
ブ
ゴ
ロ
ド
　
一
九
四
三
」
と
題
し
て
数
篇
の
詩
を
書
い
た
。
こ
の

年
号
は
か
れ
の
戦
争
体
験
と
結
び
つ
く
。
そ
の
一
つ
『
呼
び
か
け
』
の
中
で
、
詩

人
は
「
破
壊
」
さ
れ
た
こ
の
町
を
前
に
し
た
時
の
、
心
の
わ
だ
か
ま
り
を
書
い
て

い
る
。
し
か
し
、
今
取
り
上
げ
て
い
る
ノ
ブ
ゴ
ロ
ド
は
『
ノ
ブ
ゴ
ロ
ド
の
近
く
の

僧
院
」
（
詩
集
「
影
の
国
　
川
の
流
れ
』
）
で
歌
わ
れ
た
、
「
流
れ
」
と
「
深
い
平
原

の
精
霊
た
ち
」
の
風
景
と
重
ね
合
わ
す
こ
と
も
で
き
る
。

　
こ
こ
で
改
め
て
『
呼
び
か
け
」
の
最
初
の
四
行
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
で
は
な

く
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
く
。
わ
ず
か
そ
の
六
語
か
ら
、
完
結
し
た
、

正
確
な
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
む
し
ろ
こ
こ
に
は
謎
め
い
た
言

葉
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
五
行
目
以
下
に
叙
述
さ
れ
る
故

郷
の
話
、
太
古
の
話
へ
と
続
く
扉
な
の
で
あ
る
。
そ
の
口
上
の
始
ま
り
と
し
て
、

い
わ
ば
魔
法
の
呪
文
に
比
べ
ら
れ
よ
う
。
若
者
た
ち
に
厭
き
ら
れ
な
が
ら
も
、
民

話
の
語
り
手
は
語
る
こ
と
を
や
め
な
い
。
ス
テ
ッ
プ
を
走
り
抜
け
る
狼
、
夜
の
狩

人
、
欝
蒼
と
し
た
谷
を
泳
ぎ
回
る
聖
な
る
魚
の
話
を
か
れ
は
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」

で
歌
う
。
そ
れ
ら
は
も
は
や
現
代
人
の
視
野
か
ら
姿
を
消
し
た
か
に
み
え
る
事
象

で
あ
る
。
こ
の
詩
を
締
め
括
る
の
は
先
祖
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ク
な
教
え
で
あ

る
。
「
異
郷
の
人
を
心
よ
く
迎
え
よ
。
／
お
ま
え
も
異
郷
の
人
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま

も
な
く
。
」
「
呼
び
か
け
』
の
呪
文
は
人
間
と
生
き
物
と
の
共
存
、
太
古
の
人
間
と

今
の
人
間
の
、
遠
く
に
離
れ
住
む
人
間
た
ち
の
共
存
の
世
界
を
呼
び
出
す
。

（
四
）

詩
集
『
サ
ル
マ
チ
ア
の
時
代
』
の
中
に
は
、
時
間
と
空
間
を
遠
く
隔
て
る
諸
民
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族
の
交
流
、
人
間
と
自
然
と
の
霊
感
的
接
近
を
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ

た
時
代
へ
の
憧
憬
を
テ
ー
マ
と
す
る
詩
が
多
い
が
、
そ
の
一
つ
に
「
サ
ル
マ
チ
ア

の
平
原
」
が
あ
る
。

「
サ
ル
マ
チ
ア
の
平
原
一

霊
よ
、

闇
に
包
ま
れ
て
、
夜
も
更
け
る
i

目
覚
め
た
脈
拍
の

朝
、
青
い
ろ
i

平
原
は
歌
う
。

そ
の
波
打
つ
歌
、

誰
が
、

そ
れ
を
ま
ね
て
語
れ
よ
う
、
沿
岸
に

呪
縛
さ
れ
た
、
そ
の
歌
。

暴
風
の
過
ぎ
去
っ
た
、
海
、

そ
の
歌
I
l
一

し
か
し

お
ま
え
を
聞
い
て
い
る
の
だ
、

遠
く
に
耳
を
澄
ま
し
て
い
る
の
だ
、
あ
ま
た
の
町
は
、

白
い
、
か
す
か
な
古
代
の

響
き
に
、
そ
の
岸
辺
に
立
っ
て
。
お
ま
え
の

風
は
、
強
烈
な
に
お
い
は
、

砂
塵
さ
な
が
ら

そ
れ
ら
の
町
へ
向
か
っ
て
。

そ
し
て

あ
ま
た
の
村
は
お
ま
え
の
も
の
だ
。

お
ま
え
の
大
地
は
緑
し
た
た
り
、

数
々
の
道
、

細
く
、
突
き
破
ら
れ
た
涙
の

ガ
ラ
ス
、
毎
年
お
ま
え
の
夏
の

火
事
場
に
置
か
れ
る
。

灰
の
跡
、

そ
こ
を
お
と
な
し
く
家
畜
が

通
る
、
暗
闇
が
迫
る
こ
ろ
、

息
づ
き
な
が
ら
。
そ
し
て
一
人
の
子
供
が

そ
の
後
を
口
笛
を
吹
き
な
が
ら

追
う
、
垣
の
そ
ば
か
ら

そ
の
婆
さ
ん
が

か
れ
の
背
に
呼
び
か
け
る
。

平
原
よ
、

と
て
も
大
き
な
眠
り
よ
、

数
々
の
夢
を
孕
ん
で
と
て
も
大
き
い
、
お
ま
え
の
空
は

広
い
、
さ
な
が
ら
鐘
門
だ
、

丸
天
井
の
中
に
は
ヒ
バ
リ
た
ち
、

高
く
一
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お
ま
え
の
腰
か
ら
流
れ
る

あ
ま
た
の
川
、
森
の

湿
っ
た
影
、
無
数
の

明
る
い
広
野
、

そ
こ
を
諸
々
の
民
族
が
進
ん
だ

鳥
の
街
道
を
通
り

春
の

季
節
に
か
れ
ら
の
太
古
の
時
か
ら
終
る
こ
と
な
く
、

そ
の
無
限
の
時
間
を
お
ま
え
は
暗
黒
か
ら

守
っ
て
い
る
。
わ
た
し
は
お
ま
え
を
眺
め
る
。

見
え
な
い
程
の
粘
土
の
頭
部
を
し
た

大
き
な
お
な
か
の
美
し
さ

ー
イ
シ
ュ
タ
ー
ル
神
か
別
の
名
前
だ
っ
た
か
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ソ

泥
土
の
中
で
発
見
さ
れ
た
も
の
。

　
詩
は
広
大
な
サ
ル
マ
チ
ア
の
平
原
を
歌
う
。
「
海
」
（
ζ
竃
①
o
「
．
．
）
と
い
う
の
は
ボ

ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
が
捕
虜
生
活
を
送
っ
た
町
回
ス
ト
フ
か
ら
近
い
黒
海
か
も
し
れ
な

い
し
、
あ
る
い
は
ボ
ル
ガ
川
の
流
れ
込
む
カ
ス
ピ
海
か
も
し
れ
な
い
。
別
の
詩
集

に
ド
ン
や
ボ
ル
ガ
が
歌
わ
れ
て
い
る
が
一
『
ド
ン
川
」
、
「
ボ
ル
ガ
の
野
々
』

一
そ
れ
は
こ
の
地
が
諸
民
族
の
戦
さ
の
舞
台
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
語
る
。
第
一

連
は
暗
い
夜
と
明
る
い
朝
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
か
ら
始
ま
る
。
平
原
と
海
は
一
体
で

あ
り
、
住
民
は
そ
の
恵
み
と
脅
威
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
。
か
れ
ら
は
平
原
と
海
に

「
呪
縛
さ
れ
」
て
い
る
。
海
は
嵐
を
巻
き
起
し
、
平
原
の
風
は
熱
い
「
砂
塵
」
の

よ
う
に
町
に
迫
る
。
二
連
目
に
は
「
歌
」
と
い
う
語
が
三
度
繰
り
返
さ
れ
る
。
そ

し
て
海
に
繋
が
る
語
（
「
波
打
つ
」
、
「
沿
岸
」
、
「
海
」
）
が
多
用
さ
れ
る
。
お
そ
ら

く
第
一
連
の
「
脈
拍
」
、
「
青
い
ろ
」
と
相
倹
っ
て
、
平
原
と
海
と
空
の
大
き
な
空

間
が
こ
の
詩
で
歌
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
「
平
原
は
歌
う
。
」

住
民
は
そ
の
歌
に
耳
を
そ
ば
だ
て
る
。
そ
れ
は
明
瞭
な
音
声
を
発
し
て
い
な
い
。

白
い
歌
、
古
代
の
か
す
か
な
響
き
を
打
ち
寄
せ
る
波
に
も
似
た
平
原
の
歌
な
の
だ
。

　
人
と
平
原
の
係
わ
り
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
の
が
次
の
二
連
で
あ
る
。
「
そ
し

て
／
あ
ま
た
の
村
は
お
ま
え
の
も
の
だ
。
」
第
四
連
は
夏
に
頻
発
す
る
火
事
を
描

写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
家
屋
の
焼
跡
に
残
る
の
は
「
突
き
破
ら
れ
た
涙
の
／

ガ
ラ
ス
」
で
あ
る
。
「
涙
の
」
と
い
う
形
容
詞
か
ら
、
「
灰
の
跡
」
の
悲
し
み
の
大

き
さ
が
暗
示
さ
れ
る
。
「
突
き
破
ら
れ
た
」
と
い
う
表
現
は
火
勢
の
す
さ
ま
じ
い
様

を
示
す
。
夏
草
の
茂
る
平
原
も
消
せ
な
い
も
の
、
そ
れ
は
ち
っ
ぽ
け
な
白
い
灰
の

跡
、
粉
々
の
「
涙
の
ガ
ラ
ス
」
の
き
ら
め
き
で
あ
る
。
夏
火
事
は
空
気
の
乾
燥
の

せ
い
で
あ
ろ
う
か
。
第
五
連
に
登
場
す
る
の
は
家
畜
、
一
人
の
子
供
、
か
れ
と
近

し
い
老
婆
で
あ
る
。
家
畜
は
暗
く
な
ら
ぬ
う
ち
に
、
息
づ
き
な
が
ら
そ
の
子
の
前

方
を
家
路
に
つ
く
。
口
笛
を
吹
い
て
歩
く
少
年
の
後
姿
に
老
女
が
声
を
か
け
る
。

第
四
、
第
五
連
は
コ
ン
マ
に
よ
っ
て
繋
が
れ
、
悲
し
み
と
慰
め
の
光
景
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を
描
く
。
家
畜
を
追
う
少
年
の
詩
句
は
明
る
く
躍
動
し
て
い
る
。
夕
方
を

示
す
「
暗
闇
」
は
第
一
連
の
同
じ
語
（
と
も
に
℃
b
§
三
色
、
、
）
に
対
応
し
、
や
が
て

訪
れ
る
夜
明
け
を
暗
示
す
る
。
財
産
で
あ
る
家
畜
は
一
人
の
少
年
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
。
少
年
と
は
未
来
の
存
在
で
あ
り
、
か
れ
は
老
い
た
女
の
や
さ
し
い
声
に
支

え
ら
れ
る
。
「
呼
ぶ
」
（
ξ
ヨ
け
⇒
．
．
）
と
い
う
動
詞
は
意
味
あ
る
言
葉
を
発
す
る
場
合

だ
け
で
な
く
、
フ
ク
ロ
ウ
な
ど
の
鳴
き
声
も
表
す
。
だ
か
ら
白
髪
の
老
媚
の
呼
び

声
は
い
に
し
え
の
世
界
か
ら
の
呼
び
声
に
も
似
る
。
そ
の
一
種
朦
朧
と
し
た
声
と

一9一



対
照
を
な
す
の
が
子
供
の
口
笛
で
あ
る
。
口
笛
の
主
は
無
邪
気
そ
の
も
の
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

ブ
レ
ヒ
ト
の
詩
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
泥
棒
」
に
歌
わ
れ
る
傍
若
無
人
の
、
口
笛
を
吹
く

盗
人
を
連
想
さ
せ
る
晴
れ
や
か
さ
が
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
場
面
に
こ
め
ら
れ
た
ボ

ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
詩
心
を
探
る
に
は
、
第
二
詩
集
に
収
め
ら
れ
た
「
ほ
ら
貝
を
吹

く
者
』
を
引
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
常
に
光
の
中
に
身
を
置
き
、
四
六
時
中
、
い

つ
く
し
み
の
心
に
溢
れ
つ
つ
飛
び
回
る
空
気
の
精
。
か
れ
を
ま
ぶ
し
く
愛
で
る
わ

た
し
。
こ
の
二
人
は
さ
な
が
ら
家
畜
追
い
の
少
年
と
そ
れ
を
見
送
る
老
婆
で
あ
る
。

サ
ル
マ
チ
ア
の
生
活
の
か
か
る
一
シ
ー
ン
は
さ
ら
に
メ
ル
ヘ
ン
へ
、
あ
る
い
は
過

去
、
現
在
、
未
来
を
超
越
し
た
広
大
な
時
代
空
間
へ
変
容
し
て
い
く
。

　
「
平
原
よ
」
と
い
う
呼
び
か
け
で
始
ま
る
詩
の
後
半
は
サ
ル
マ
チ
ア
平
原
の
春

季
を
歌
う
。
広
大
無
辺
の
暖
か
い
空
間
、
「
と
て
も
大
き
な
」
眠
り
と
夢
は
サ
ル
マ

チ
ア
の
平
原
と
係
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
歴
史
を
示
唆
し
て
い
る
。
眼
前
に
展

開
す
る
ヒ
バ
リ
の
鳴
く
高
い
空
、
緑
吹
く
森
の
影
を
映
す
あ
ち
こ
ち
の
川
。
平
原

と
空
と
川
は
一
体
と
な
り
、
巨
大
な
空
間
を
成
し
、
そ
こ
に
大
き
な
眠
り
と
夢
を

宿
す
。
こ
こ
に
は
こ
の
詩
の
前
半
で
歌
わ
れ
た
夜
明
け
や
未
来
へ
の
時
間
の
流
れ

は
な
い
。
大
き
く
現
在
と
過
去
の
空
間
が
歌
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
眠
り
」
と
「
夢
」

の
中
で
時
間
の
進
行
を
喪
失
し
た
空
間
で
あ
る
。
も
ろ
も
ろ
の
民
族
の
生
活
の
営

み
は
ま
さ
し
く
「
無
限
の
時
間
」
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　
過
去
、
遠
い
太
古
は
し
か
し
、
巨
大
な
時
間
の
連
続
と
し
て
人
類
の
現
在
に
届

く
。
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
に
あ
っ
て
は
、
眠
り
と
夢
は
現
時
間
と
無
関
係
の
存
在
で

は
な
い
。
過
去
は
そ
の
不
死
身
性
に
よ
り
人
類
の
生
活
を
保
証
す
る
。
古
来
、
多

く
の
民
は
「
鳥
の
街
道
」
を
渡
っ
て
生
を
保
持
し
て
き
た
。
こ
の
世
界
で
鳥
類
と

人
類
の
生
は
自
然
の
移
り
変
わ
り
と
い
う
一
本
の
命
綱
に
す
が
っ
て
き
た
と
も
い

え
る
。
こ
の
広
い
、
天
空
と
大
地
は
と
ら
え
よ
う
も
な
い
「
眠
り
」
と
「
夢
」
の

よ
う
な
存
在
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
感
覚
に
映
ろ
う
と
も
、
そ
こ
に
は
生
を
育
む

自
然
の
法
則
が
厳
存
す
る
の
で
あ
る
。
「
鳥
の
街
道
」
に
つ
い
て
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー

は
そ
の
頃
、
別
の
詩
を
書
い
て
い
る
。
「
鳥
の
街
道
　
一
九
五
七
」
と
題
す
る
詩
で

あ
る
。
（
詩
集
「
影
の
国
　
川
の
流
れ
」
）
一
九
五
五
年
か
ら
五
七
年
忌
か
け
て
、

多
く
の
専
門
雑
誌
で
、
水
爆
実
験
の
結
果
、
渡
り
鳥
の
群
が
深
刻
な
被
害
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

た
事
実
が
報
告
さ
れ
た
と
い
う
。
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
そ
れ
ら
の
報
告
に
基
き
詩

を
書
い
た
。
「
し
か
し
大
空
／
の
も
と
た
だ
ひ
と
り
、
い
ず
こ
へ
か
／
飛
ん
で
行
っ

た
鳥
の
大
群
の
／
寂
し
い
あ
ち
こ
ち
の
街
道
1
／
風
に
乗
っ
て
眠
り
な
が
ら
／

か
れ
ら
は
進
ん
だ
、
一
つ
の
新
し
い
／
太
陽
が
燃
え
た
、
火
炎
が
／
激
し
く
上
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
り

る
、
か
れ
ら
は
灰
の
木
の
中
で
／
焼
け
た
。
」
　
こ
の
詩
は
幾
分
幻
想
的
に
構
成
さ

れ
、
一
人
の
男
が
そ
ば
で
ま
ど
ろ
む
最
愛
の
女
と
い
っ
し
ょ
に
、
風
の
歌
に
誘
わ

れ
て
空
に
舞
い
上
が
る
イ
メ
ー
ジ
を
と
ら
え
て
い
る
。
「
灰
の
木
」
と
は
キ
ノ
コ
雲

で
あ
る
。
男
は
血
の
気
の
引
い
た
、
眠
る
女
の
手
を
見
な
が
ら
、
「
い
つ
鳥
た
ち
の

不
安
を
歌
え
ば
よ
い
の
か
」
と
自
問
す
る
。
「
サ
ル
マ
チ
ア
の
平
原
」
で
は
そ
の
よ

う
に
現
代
文
明
に
脅
か
さ
れ
た
渡
り
鳥
の
姿
は
な
い
。
渡
り
鳥
の
道
は
、
平
原
が

人
類
の
黎
明
の
時
代
か
ら
与
え
た
地
上
の
道
、
諸
民
族
の
交
易
の
道
と
と
も
に
、

今
日
な
お
存
続
す
る
。

　
「
サ
ル
マ
チ
ア
の
平
原
」
の
後
半
部
は
人
類
史
の
過
去
の
現
存
、
過
去
の
蘇
生

を
テ
ー
マ
と
す
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
直
線
的
な
時
間
の
進
展
は
な
い
。
こ
の
テ
ー

マ
を
象
徴
的
に
描
き
出
す
の
が
最
後
の
詩
節
で
あ
る
。
　
「
わ
た
し
は
お
ま
え
を
眺

め
る
。
／
見
え
な
い
程
の
粘
土
の
頭
部
を
し
た
／
大
き
な
お
な
か
の
美
し
さ
／

ー
イ
シ
ュ
タ
ー
ル
神
か
別
の
名
前
だ
っ
た
の
か
一
、
／
泥
土
の
中
で
発
見
さ

れ
た
も
の
。
」
イ
シ
ュ
タ
ー
ル
と
い
う
の
は
バ
ビ
ロ
ン
・
ア
ッ
シ
リ
ア
の
主
要
な
女

神
の
名
前
で
あ
る
。
と
り
わ
け
そ
れ
は
愛
と
性
生
活
の
女
神
で
あ
る
。
「
こ
の
女
人

そ
の
も
の
は
実
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
木
や
石
や
粘
土
で
模
造
さ
れ
、
実
り
の
女

神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
。
時
た
ま
今
日
で
も
そ
の
よ
う
な
女
人
像
は
発
見
さ
れ
る
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ハ
　

が
、
そ
の
性
器
が
過
度
に
強
調
さ
れ
、
顔
の
輪
郭
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
」
イ
シ
ュ

タ
ー
ル
や
そ
れ
に
類
す
る
生
殖
の
女
神
が
い
ろ
い
ろ
作
ら
れ
て
い
た
の
で
、
「
イ

シ
ュ
タ
ー
ル
神
か
別
の
名
前
で
あ
っ
た
か
一
」
と
呼
ん
だ
わ
け
だ
。
旨
臼
。

零
署
。
『
Φ
ω
o
げ
α
弓
。
謬
、
、
は
妊
娠
し
て
大
き
く
な
っ
た
腹
部
の
美
し
さ
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
。
詩
人
は
サ
ル
マ
チ
ア
の
平
原
を
生
殖
と
豊
穰
の
女
神
に
な
ぞ
ら
え
た

の
で
あ
る
。
平
原
の
泥
土
の
中
に
生
命
を
生
む
女
神
は
息
づ
い
て
い
た
。
第
六
－
八

連
で
歌
わ
れ
た
荘
洋
た
る
時
間
と
空
間
を
擁
す
る
大
自
然
は
人
類
の
存
続
の
原
点

た
る
、
生
殖
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
合
す
る
。

　
「
サ
ル
マ
チ
ア
の
平
原
』
の
前
半
（
第
一
－
五
連
）
と
後
半
（
第
六
－
九
）
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
動
詞
の
時
制
に
よ
っ
て
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
－
五
連
に
現
れ
る
現
在
形
は
、
後
半
に
お
い
て
は
わ
ず
か
に
最
終
連
に
用
い
ら

れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
第
六
－
八
連
に
お
い
て
は
、
主
に
名
詞
と
形

容
詞
（
過
去
分
詞
）
が
事
象
を
表
示
す
る
に
と
ど
ま
り
、
動
詞
（
N
o
津
薯
。
博
）
の

定
形
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
は
現
在
の
事
象
の
叙
述
に
も
現
在
形
の
使
用

は
避
け
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
事
象
は
時
間
の
制
限
か
ら
脱
し
て
い
る
。
わ
ず
か
に

最
終
連
で
、
二
つ
の
現
在
形
（
「
守
っ
て
い
る
」
、
「
眺
め
る
」
）
に
よ
っ
て
過
去
の

事
象
は
現
在
の
時
間
の
中
に
蘇
る
。
詩
全
体
に
お
い
て
時
間
の
問
題
は
次
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。
サ
ル
マ
チ
ア
の
世
界
は
ま
ず
現
在
の
視
点
か
ら
と
ら
え
ら
れ
、

次
に
時
空
を
越
え
た
空
間
に
移
さ
れ
、
最
後
に
そ
れ
は
現
時
点
に
ぽ
っ
か
り
と
顔

を
出
す
。
古
代
の
女
神
は
生
命
を
孕
ん
だ
形
姿
で
現
在
に
生
き
続
け
よ
う
と
す
る
。

現
在
↓
無
時
間
↓
現
在
の
図
式
は
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
現
在
の
同
質
性
を

意
味
し
な
い
。
つ
ま
り
第
九
連
は
第
由
連
に
戻
ら
な
い
。
第
一
一
五
連
に
お
い
て

は
サ
ル
マ
チ
ア
平
原
の
人
と
自
然
の
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
が
、
第
九
連
の

現
在
形
が
描
写
す
る
事
象
は
静
的
で
あ
る
。
い
わ
ば
神
話
が
現
代
に
そ
の
生
命
を

悠
然
と
浸
透
さ
す
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
い
。

「
眺
め
」
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
五
）

詩
人
は
何
を

　
詩
集
『
サ
ル
マ
チ
ア
の
時
代
』
は
『
拒
絶
』
と
い
う
詩
で
締
め
括
ら
れ
る
。
詩

集
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
『
呼
び
か
け
」
同
様
、
四
連
か
ら
成
る
詩
で
あ
る
。
遊
牧

の
民
、
狼
、
ス
テ
ッ
プ
、
東
欧
の
諸
民
族
に
対
す
る
ド
イ
ツ
人
の
加
害
の
歴
史
、

　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
　

「
幼
年
時
代
の
喪
失
」
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
、
モ
チ
ー
フ
を
歌
う
「
サ
ル
マ
チ
ア
の

時
代
』
の
帰
結
を
『
拒
絶
一
に
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
　
『
拒
絶
』

火
、血

か
ら
生
ま
れ
た
誘
惑
。

美
し
い
人
間
。
そ
し
て
眠
り
の
よ
う
に

過
ぎ
去
っ
た
も
の
、
あ
ま
た
の
夢
が

川
岸
を
離
れ
、

川
面
に
、

帆
も
な
く
、
流
れ
の
中
に
。

幾
多
の
平
野
一
1
寂
し
い

村
々
、
森
の
際
。

そ
し
て
一
筋
の
細
い
煙
が

大
気
の
中
を
、

垂
直
に
。
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そ
の
昔
、

厚
ぼ
っ
た
い
唇
の
、
ペ
ル
タ
ー
ン
神
が

来
た
、
ひ
げ
に
一
本
の
羽
毛
を
く
っ
つ
け
て
、

オ
オ
シ
カ
の
蹄
の
足
跡
を
付
け
て
来
た
、

吃
り
が
来
た
、

川
を
飛
び
回
り
、
暗
黒
を

か
れ
は
、
魚
網
を
、
引
き
ず
っ
て
歩
い
た
。

そ
こ
に

わ
た
し
は
い
た
。
い
に
し
え
の
時
代
に
。

新
し
い
こ
と
は
何
も
始
ま
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
妻
と
は
一
体
、

そ
の
子
供
た
ち
を
育
て
上
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

不
安
の
な
い
時
代
の
た
め
に
。

わ
た
し
は
一
人
の
男
だ
、

　
こ
の
詩
の
解
釈
の
基
底
は
題
名
冨
〉
げ
ω
国
α
q
Φ
、
．
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
「
呼

び
か
け
』
が
事
象
に
密
着
し
よ
う
と
す
る
詩
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
拒
絶
」
は
ボ
ブ

ロ
フ
ス
キ
ー
の
心
象
の
告
白
の
詩
で
あ
る
。
最
初
の
二
連
に
は
動
詞
が
欠
け
る
。

そ
れ
は
詩
人
の
つ
ぶ
や
き
に
似
る
。
ま
た
し
て
も
そ
れ
は
時
間
を
脱
し
た
表
象
で

あ
る
。
動
詞
を
欠
く
こ
の
二
連
は
し
か
し
、
い
わ
ば
歴
史
的
現
在
の
心
象
と
し
て

強
く
詩
人
の
胸
を
揺
さ
ぶ
る
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
人
の
東
方
侵
略
の
歴
史
を
、
つ
づ

め
て
言
え
ば
、
詩
「
プ
ル
ー
セ
ン
人
の
悲
歌
』
に
歌
わ
れ
た
光
景
を
詩
人
の
心
象

と
し
て
描
く
。
最
初
の
三
行
（
「
火
〔
…
〕
人
間
。
」
）
か
ら
は
「
否
定
的
意
嚇
」

を
読
取
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
「
火
、
／
血
か
ら
生
ま
れ
た
誘
惑
」
は
「
美
し
い

人
間
」
を
作
る
理
念
的
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
騎
士
団
と
ナ
チ
ズ
ム
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

念
の
関
連
を
示
唆
し
て
は
い
ま
い
か
。
多
義
的
で
、
「
比
較
的
あ
い
ま
い
な
」
こ
の

箇
所
を
牽
強
付
会
し
て
、
こ
れ
で
事
を
済
ま
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
応
そ
の
よ

う
に
理
解
し
て
お
く
。
血
な
ま
ぐ
さ
い
、
長
い
侵
略
の
歴
史
は
今
や
過
去
の
も
の

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
過
去
が
い
ま
だ
清
算
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
そ
れ

に
続
く
五
行
が
示
す
。
「
そ
し
て
眠
り
の
よ
う
に
／
過
ぎ
去
っ
た
も
の
、
あ
ま
た
の

夢
が
／
川
岸
を
離
れ
、
／
川
面
に
、
／
帆
も
な
く
、
流
れ
の
中
に
。
」
　
忌
わ
し
い

過
去
は
亡
霊
の
よ
う
に
川
の
流
れ
を
さ
迷
う
。
「
眠
り
」
と
「
夢
」
は
も
は
や
牧
歌

の
表
現
で
は
な
く
、
「
否
定
的
意
味
」
を
提
示
す
る
。
荒
ら
さ
れ
た
土
地
と
人
の
受

け
た
傷
跡
は
癒
さ
れ
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
。
「
寂
し
い
村
々
」
（
”
℃
象
。
〈
Φ
二
〇
ヨ
Φ
昌
＼

U
α
鳶
臼
、
、
）
が
平
原
に
散
在
し
て
い
る
。
「
火
」
と
「
血
」
と
は
対
照
的
に
、
「
寂
し

い
」
、
「
細
い
」
と
い
う
形
容
詞
が
滅
ぼ
さ
れ
た
民
族
の
名
残
を
語
る
。

　
第
三
連
で
は
動
詞
の
過
去
形
が
頻
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
サ
ル
マ
チ
ア
の
太
古

が
蘇
る
。
「
呼
び
か
け
』
で
も
用
い
ら
れ
た
「
そ
の
昔
」
（
り
℃
①
貯
。
・
け
．
、
）
と
い
う
副
詞

が
、
ド
イ
ツ
騎
士
団
に
よ
る
侵
略
前
の
サ
ル
マ
チ
ア
の
自
然
と
人
間
を
語
る
。
と

こ
ろ
で
第
三
連
で
問
題
と
な
る
の
は
「
ペ
ル
タ
ー
ン
」
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
異

教
の
神
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
ン
ト
・
ラ
イ
ス
ト
ナ
ー
の
見
解
を
紹
介
す
る
に
留
め

よ
う
。
ペ
ル
タ
ー
ン
は
リ
ト
ア
ニ
ア
・
プ
ル
ー
セ
ン
人
の
主
神
、
軍
神
で
あ
り
、

か
れ
は
動
物
的
、
非
人
間
的
で
あ
る
。
部
厚
い
唇
、
ひ
げ
に
は
鳥
の
羽
毛
が
く
っ

つ
い
て
い
る
。
足
跡
は
オ
オ
シ
カ
の
そ
れ
で
あ
り
、
人
間
の
言
葉
が
よ
く
話
せ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
。
し
か
し
、
か
れ
に
は
力
が
あ
る
。
こ
の
力
は
　
「
災
い
を
も
た
ら
す
」
、
と
ラ

イ
ス
ト
ナ
ー
は
言
う
。
「
世
界
に
暗
黒
を
広
め
る
」
　
獣
に
も
似
た
権
力
者
、
ペ
ル

タ
ー
ン
の
支
配
は
こ
の
時
代
を
特
徴
づ
け
る
。
ペ
ル
タ
ー
ン
は
漁
師
の
網
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
暗
黒
を
引
き
ず
る
。
『
拒
絶
」
の
ペ
ル
タ
ー
ン
神
の
支
配
に
は
「
一
つ
の
原
型
の

意
味
」
が
付
与
さ
れ
、
そ
こ
に
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
完
全
性
を
人
間
が
希
求
す
る
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ハ
　

の
は
「
妄
想
」
で
あ
る
、
と
ラ
イ
ス
ト
ナ
ー
は
断
ず
る
。
こ
こ
に
到
っ
て
ヴ
ィ
ン

ケ
ル
マ
ン
を
想
起
さ
せ
る
冒
頭
の
句
、
「
火
、
／
血
か
ら
生
ま
れ
た
誘
惑
。
／
美
し

い
人
間
」
、
す
な
わ
ち
人
間
の
あ
こ
が
れ
は
拒
絶
さ
れ
る
と
い
う
の
が
ラ
イ
ス
ト

ナ
ー
の
説
で
あ
る
。
わ
た
し
の
解
釈
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
は
異
る
が
、
ど
の
よ
う

な
解
釈
が
ふ
さ
わ
し
い
か
は
留
保
し
て
お
く
。

　
「
そ
こ
に
／
わ
た
し
は
い
た
コ
い
に
し
え
の
時
代
に
。
／
新
し
い
こ
と
は
何
も

始
ま
ら
な
か
っ
た
。
」
ラ
イ
ス
ト
ナ
ー
は
「
拒
絶
」
の
最
終
連
を
も
っ
て
、
ボ
ブ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ス
キ
ー
の
「
社
会
的
世
界
へ
の
絆
」
は
断
ち
切
れ
た
、
こ
の
世
界
で
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
を
求
め
る
道
徳
的
衝
動
は
拒
絶
さ
れ
て
い
る
、
と
み
る
。
ま
た
ラ
イ
ス
ト

ナ
ー
は
『
拒
絶
」
が
書
か
れ
た
一
九
五
九
年
三
月
ご
ろ
、
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
心

境
に
変
化
が
生
じ
た
と
指
摘
す
る
。
す
で
に
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
一
九
五
九
年
四

月
に
、
南
ド
イ
ツ
放
送
局
（
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
）
の
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ー

ト
ヘ
ル
ム
に
次
の
覚
書
を
送
っ
て
い
る
。
「
わ
た
し
の
詩
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
の
民

族
と
東
方
の
諸
民
族
と
の
出
会
い
の
、
一
つ
の
不
幸
な
、
罪
に
値
す
る
出
会
い
の

叙
述
を
し
ょ
う
と
い
う
、
本
来
の
意
図
は
放
棄
さ
れ
ま
し
た
。
い
か
に
そ
う
し
た

努
力
が
必
要
で
あ
れ
、
い
か
に
わ
た
し
の
人
生
が
そ
う
し
た
経
験
の
影
響
下
に
あ

れ
、
そ
の
間
わ
た
し
に
は
『
仔
情
詩
に
よ
る
蘇
生
』
は
不
可
能
の
よ
う
に
思
え
て

き
ま
し
た
。
追
憶
か
ら
、
つ
ま
り
当
然
の
こ
と
な
が
ら
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
風
景

と
の
解
き
難
い
関
係
か
ら
養
分
を
得
て
、
時
た
ま
詩
を
書
い
て
い
る
だ
け
の
話
な

　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
》

の
で
す
。
」
ラ
イ
ス
ト
ナ
ー
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
希
望
な
き
、
陰
響
な
現
実
」

が
こ
の
詩
人
に
迫
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
『
帰
還
』
（
一
九
六
〇
・
二
）
で
は
ユ
ー

ラ
川
を
見
下
す
丘
の
モ
チ
シ
ュ
ク
墓
地
へ
の
憧
れ
が
語
ら
れ
、
『
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
』
（
六
〇
・
三
）
は
優
し
い
ヒ
バ
リ
と
化
し
て
墓
地
に
の
が
れ
、
民
衆
に

歌
い
か
け
る
ロ
ー
ザ
を
想
像
す
る
。
し
か
し
、
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
い
つ
ま
で
も

こ
の
世
界
を
希
望
の
な
い
、
疎
遠
な
も
の
と
し
て
拒
む
態
度
を
保
持
し
な
か
っ
た
コ

現
実
に
対
し
、
少
し
で
も
肯
定
的
な
関
係
を
保
と
う
と
い
う
姿
勢
が
キ
リ
ス
ト
教

民
主
同
盟
へ
の
入
党
（
一
九
六
〇
・
五
）
や
マ
ル
チ
ン
・
ブ
ー
バ
ー
を
通
じ
て
知
っ

た
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
へ
の
傾
倒
か
ら
う
か
が
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
『
拒
絶
」
の
詩

以
後
の
話
で
あ
る
。

　
「
す
で
に
丁
丁
な
詩
『
拒
絶
」
に
お
い
て
、
神
話
（
キ
リ
ス
ト
教
的
神
話
で
は

な
い
1
）
は
追
跡
で
き
る
歴
史
の
破
壊
的
、
攻
撃
的
身
ぶ
り
に
対
す
る
肯
定
的
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

極
で
あ
る
こ
と
を
止
め
て
い
た
。
」
『
拒
絶
」
の
ペ
ル
タ
ー
ン
神
は
、
ほ
と
ん
ど
の

解
釈
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
闇
で
地
上
を
覆
う
悪
し
き
神
で
あ
る
。
「
新
し
い
こ

と
は
何
も
始
ま
ら
な
か
っ
た
」
ー
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
人
類
史
を
抑
圧
の
歴
史

と
宣
言
す
る
。
『
拒
絶
』
を
も
っ
て
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
「
サ
ル
マ
チ
ア
」
へ
の
神

話
的
思
い
は
ひ
と
ま
ず
幕
を
下
ろ
す
。
し
か
し
、
暗
黒
の
神
ペ
ル
タ
ー
ン
は
や
が

て
変
身
し
て
、
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
に
登
場
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
神
は
詩
『
ペ
ル
ー
ン
の
洗
礼
。
キ
エ
フ
九
八
八
」
（
一
九
五
九
）
お
よ
び
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ね

じ
題
材
の
物
語
『
異
教
徒
た
ち
の
至
福
』
（
六
三
／
六
四
）
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
ペ
ル
ー
ン
（
ー
ペ
ル
ク
ー
ン
）
は
火
の
神
、
領
主
と

キ
リ
ス
ト
教
に
反
抗
す
る
神
、
貧
し
い
民
衆
の
味
方
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
「
異

教
徒
た
ち
の
至
福
』
に
見
ら
れ
る
限
り
、
語
り
手
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
神
話
へ
の

情
熱
は
い
さ
さ
か
も
衰
え
て
い
な
い
。
神
話
を
現
代
に
生
き
返
ら
そ
う
と
す
る
巧

み
な
語
り
口
調
は
、
詩
集
『
サ
ル
マ
チ
ア
の
時
代
』
の
現
代
的
意
義
を
再
提
起
す

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
一
見
ユ
ー
ト
ピ
ア
風
に
置
か
れ
た
詩
句
「
不
安
の
な
い
時

代
」
を
目
指
し
、
ボ
ブ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
民
衆
的
視
座
を
も
っ
て
新
た
に
過
去
の
検

討
を
始
め
て
い
る
。
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